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論 文 内 容 の 要 旨
デクスメデトミジン（DEX）がメピバカイン（MEP）の麻酔作用と循環動態に与える影響を，Wistar ラットを用い
て検討した。０．５％ MEP，１２．５µg/ml DEX，１２．５µg/ml DEX添加０．５％ MEPを口唇に投与して，レーザードップ
ラー血流計で測定した（n＝６）。次に０．５％ ３H-MEP，１２．５µg/ml DEX添加０．５％ ３H-MEP を口蓋に投与し，オートラ
ジオグラム，液体シンチレーションカウンタを用いて組織内分布を解析した（n＝８）。また，０．５％MEP，１２．５µg/ml
DEX，１２．５µg/ml DEX添加０．５％ MEPを口蓋に投与して歯髄に電気刺激を加え，誘発電位の頂点間振幅値を測定し
た（n＝１０）。血圧と脈拍を測定するために１２．５µg/ml DEX添加０．５％ MEPを口蓋に投与した（n＝１０）。以上より次
の結果を得た。
１）口唇の血流量は，MEP単独と比較してDEX添加MEPで１０分から６０分まで有意に減少した。
２）３H-MEP の放射線量は，MEP単独と比較してDEX添加MEPにおいて口蓋粘膜では５分から６０分まで，上顎骨
体部では２分から６０分まで有意に高値であった。血中では５分から４０分まで増加し，MEP単独と比較してDEX
添加MEPでは４０分から６０分まで有意に高値であった。
３）頂点間振幅値は，MEP単独と比較してDEX添加MEPで０．５分から６０分まで有意に低値であった。
４）循環動態には，有意な変化を認めなかった。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，DEXがMEPの麻酔作用と循環動態に与える影響を明らかにする目的で，MEPの組織内分布と体性感覚
誘発電位および循環動態を解析したものである。その結果，１２．５µg/ml DEX添加０．５％ MEPは循環動態に影響を与え
ることなく，麻酔作用時間の延長を示すことを明らかにしている。これらの知見は，DEXが有用なMEP添加薬にな
りうる示唆を与えるものである。
以上は，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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